　日長試験設計(H26年度)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　添付資料⑥
2014.5.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
    　  　 愛知県農業総合試験場　二村幹雄・ 南　明希・山口徳之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[目的]
自然日長（慣行）では花数が最も少なくて品質が劣る５月低温処理開始の作型において、「中期（花茎発生～発蕾）」ステージを６時間日長とし、その後それより長い日長にすることで、開花品質の向上と冷房の低コスト化を図る。
[試験方法]
(1) 試験区：日長時間　6,  9,  15時間 　　
ステージは「前期（低温処理開始～花茎発生）」「中期（花茎発生～発蕾）」「後期（発蕾～開花）」とし、日長時間を前-中-後期の順で示した。それぞれのステージについて、6時間、9時間、自然日長の処理区を設け、それらを以下のように組み合わせる。なお、15時間は電照による日長延長とする。
処理区：9-6-9、9-6-自然、9-6-15、9-9-9、9-9-自然、9-9-15、自然-6-9、
自然-6-自然、自然-6-15、自然-9-9、自然-9-自然、自然-9-15、
対照区：全期間自然日長、供試数：１区16株
(2)供試品種及び供試数   'Sogo Yukidian V3' （葉数6～7枚）
　      　　　　　   「アマビリス」（メリクロン）（葉数6～7枚）  
供試数：16～20株×13区   　
(3)耕種概要  昼温25℃夜温18℃で冷房した温室内に チャンバーを設置し目的の日長となるよ
        うに処理をした。10月中旬以降は冷房を停止して最低夜温15℃、1月以降は17℃で管理した。       
(4)処理期間　V3: 2014年5月～10月
[調査項目]
花茎発生日、発蕾日、開花日、花茎長、１花までの花茎長、花数、花の大きさ（横径、縦径）
